
■施工前
盤ぶくれによって掘削底盤部から土砂
を伴った湧水が発生し掘削困難となり
ました。

■削孔状況
パーカッションドリルＲＰＤ１３０Ｃで
φ２１６ｍｍ２重管削孔を行っていると
ころです。

１．施工前

２．削孔状況

パーカッションドリル

ケーシングφ216mmm

toshimitsu
テキストボックス
大口径ウェルポイント工法



■大口径ウェルポイント、ライザパイプ建込み状況
φ２１６ｍｍケーシングパイプ内に大口径ウェルポ
イントを挿入しているところです。
挿入後、フィルタ砂利を充填し、ケーシングパイプ
を引き抜いて設置完了となります。

口　径　　　　φ100mm
全　長　　　　5,500mm
スクリーン長　1,000mm

スクリーンは巻き線型であり、ラ
イザパイプ(鋼管)とは溶接で接続
します。

３．ウェルポイント、ライザパイプ建込み状況

大口径ウェルポイントとライザパイプ

大口径ウェルポイント
φ100mm×1,000mm

ライザパイプ
φ100mm×4,500mm

４．大口径ウェルポイント、ライザパイプの外観



■ヘッダパイプの配管状況

　配管径　φ１５０ｍｍ

  ウェルポイントのヘッダ
　パイプを使用します。

■大口径ウェルポイント設置完了

　打設間隔　５．５ｍ(片側配置)

ライザパイプφ100mm

バルブ

ヘッダパイプφ150mm

配置間隔5.5m

ヘッダパイプφ150mm

継手ラバー(番線固定)

５．ヘッダパイプの配管状況

６．大口径ウェルポイント設置完了



■ウェルポンプ運転状況

　○ポンプ仕様　φ150mm×15KW×200V×1台

　○揚水量　　　Q = 約2.0m3/min

　○大口径ウェルポイント１本あたり揚水能力

　　　　　　　  q = 0.2m3/min～0.3m3/min

  　　　　　　　一般的に用いられているウェルポイ
                ントの５倍～６倍程度の揚水能力が
　　　　　　　　得られました。
　　　　　　　　地盤の透水係数は K = 1E-1cm/sec の
　　　　　　　　オーダーです。

排水管φ150mm ウェルポンプ

７．ウェルポンプ運転状況



■本体工事施工状況

地下水位が掘削床付面以深まで低下し、ドライ
ワークが可能となった。
　

　

■本体工事施工状況

地下水位が掘削床付面以深まで低下し、ドライ
ワークが可能となった。
　

８．本体工事施工状況




